
問２

①

W＝６００[J]

を用いる ｔ＝６０[ｓ] を代入する

P：仕事率[W]

W：仕事量[J]

ｔ：時間[ｓ]

②

P=１０[W]

より ｔ＝６００[ｓ] を代入する

W＝１０×６００＝６０００[J]

③

仕事率を知るには仕事量を知る必要がある。

仕事量W＝F・ｌを用いる を用いる

F＝９８[N]

l=6[m] W=５８８[J]

ｔ＝６０[ｓ]

W＝９８×６

＝５８８[J]

問１

①

W＝F・ｌ

W：仕事量[J]

F：力[N]

ｌ：移動距離[ｍ]

②

①の式を用いる W＝F・ｌ

F＝１０[N] ＝１０×３

ｌ＝３[ｍ] を代入すると ＝３０[J]

③
「力と同じ方向」に物体を移動させた時のみ仕事をした扱いになる。

今回の問題は力と垂直方向に移動させているため仕事をしていないことになる。

（答） W＝F・ｌ

（答） ３０[J]

（答） ０[J]

t

W
P =

][10
60

600
WP ==

（答） １０[W]

t

W
P =

PtW =
（答） ６０００[J]

t

W
P =

𝑃 =
588

60
= 9.8[𝑊]

（答） ９．８[W]

【解答】物理（まとめ問題）



問４

力学的エネルギー保存則より（力学的エネルギーの総和は一定に保たれている）

１０ｍの高さにある時のエネルギーの総和 → ９８ ＝ ← 落下した（０ｍ）時のエネルギーの総和

ｖ２ ＝ 196

ｖ ＝ 14[ｍ／ｓ]

問３

①

ｍ＝１[ｋｇ]

を用いる ｖ＝１０[ｍ／ｓ] を代入すると

E：運動エネルギー[J]

ｍ：質量[ｋｇ]

ｖ：速度[ｍ／ｓ] ＝５０[J]

②

位置エネルギーEP＝ｍｇｈ Eｐ＝１×９．８×３

ｍ＝１[ｋｇ] ＝２９．４[J]

ｇ＝９．８[ｍ／ｓ２]

ｈ＝３[ｍ] を代入すると

③

位置エネルギー

ｋ＝５[N／ｍ] ＝０．０２５[J]

ｘ＝０．１[ｍ] を代入すると

（答） ５０[J]

（答） ２９．４[J]

（答） ０．０２５[J]

2

2

1
mvE =

21
2

1
１０=E

2

2

1
kxEP =

21.05
2

1
=PE

１０[ｍ]

１ [ｋｇ] 運動エネルギー＝ ＝０ （静止状態のため速度ｖ＝０を代入）

位置エネルギー＝ｍｇｈ＝１×９．８×１０＝９８[J]

運動エネルギー ＋ 位置エネルギー ＝ ０ ＋ ９８ ＝ ９８

2

2

1
mv

運動エネルギー＝ ＝

位置エネルギー＝ｍｇｈ＝０ （高さｈ＝０）

運動エネルギー ＋ 位置エネルギー ＝ ＋ ０ ＝

2

2

1
mv 22

2

1

2

1
vmv = １

2

2

1
v

2

2

1
v

2

2

1
v

（答） 14[ｍ／ｓ]

【解答】物理（まとめ問題）



問５

①

オームの法則 より

を代入すると

１００＝R×０．１

②

電力 より

を代入すると

P＝１００×０．１

＝１０[W]

RIV =

][1.0

][100

AI

VV

　

　

=

=

][1000
1.0

100
Ω　==R

（答） １０００[Ω]

VIP =

][1.0

][100

AI

VV

=

=

（答） １０ [W]

【解答】物理（まとめ問題）



問２

①

必要な仕事量＝４２（m/ｓ）の運動エネルギー

運動エネルギー

m=０．１[ｋｇ] ≒８８[J]

ｖ＝４２[ｍ／ｓ] を代入する

②

位置エネルギーEP＝ｍｇｈ EP＝２×９．８×５

＝９８[J]

ｍ＝ ２[ｋｇ]

ｇ ＝ ９．８[ｍ／ｓ２]

ｈ＝ ５ [ｍ]                   を代入する

③

位置エネルギー

ｋ＝２００[N／ｍ]

ｘ＝０．０５[ｍ] を代入する

④

位置エネルギー

EP＝５０[J]

ｘ＝０．１[ｍ] を代入する

問１

①

仕事量 を用いる

を代入する

W＝４９００×６０

＝２９４０００[J]

②

仕事率 を用いる

（①より）

を代入する

lFW ・=

][60

][49009.8500

ml

NmgF

　=

===

（答） ２９４０００[J]

][49

][294000

st

JW

　

　

=

=

（答） ６０００ [W]

t

W
P =

][6000
49

294000
WP 　==

2

2

1
mvE =

2420.1
2

1
=E

（答） ８８ [J]

（答） ９８ [J]

2
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1
kxEP =

][25.005.0200
2

1 2 JEP ==

（答） ０．２５ [J]
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（答） １００００ [N／ｍ]

【解答】物理



問３

①

②

ポイント：「運動エネルギー」 → 「位置エネルギー」 に変化する

mghmv =2

2

1
により、高さ ｈ を求める。

)J(5.37)m/s5()kg3(
2

1

2

1 22 ==mv
)m(3.1

8.93)J(5.37



==

h

hmgh

（答） 1.3（ｍ）

ポイント：「位置エネルギー」 → 「運動エネルギー」 に変化する

2

2

1
mvmgh = により、速さ ｖ を求める。

式の変形

vghvgh =→= 22 2

2

2

1
mvmgh =

)m/s(1.39788.92 =v

単位の変換 （第一回シートを確認しよう）

)km/h(8.140

)m/s(1.396.3)km/h(

=

=v

（答） 140.8（ｋｍ/ｈ）

問４

①

電力 を用いる

P=１０００[W]

V＝１００[V] を代入する

②

オームの法則 を用いる

を代入する

③

仕事率

P=１０００[W]

W＝４２００００[J] を代入する

VIP =

][10
100

1000

1001000

AI

I

　　　 ==

=

（答） １０[A]

RIV =

][10

][100

AI

VV

　

　

=

= ][10

10100

Ω　=

=

R

R

（答） １０[Ω]

t

W
P =

1000 =
420000

𝑡
= 420 [𝑠]

（答） ４２０ [ｓ]

1（cal）＝４．２（J）より

)J(24000002.4)cal(2400000 =

)J(10080000=

人は「１日（２４時間）に１００８００００（J）」

のエネルギー（食事）を摂る

人は「１日（２４時間）に１００８００００（J）」

の仕事をしている

摂ったエネルギー量を消費して仕事をしている

時間

仕事量
仕事率=

２４（時間）＝２４（時間）×６０（分/時間）×６０（秒/分）

＝８６４００（秒）

より

仕事率 =
10080000 (J)

86400(s)
≅ 116.7(W)

（答） １１６．７（W）

Challenge 問題

【解答】物理


